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北海道印刷工業組合札幌支部
2020年度６月定例役員会報告

［日時］2020年６月29日月 13：30～

■出席者：岸支部長、西山副支部長、前田福士奉行、岡部副支部長、矢吹委員長
　　　　　事務局五十嵐
■議事録担当：五十嵐　　　　　　　　　　　　■議事進行：岸

1.支部長挨拶／岸支部長

2.協議事項

①委員会報告

経営・革新マーケティング事業委員会・・・岡部委員長

6月2日（火）全印工連経営革新マーケティング委員会

をZOOM会議で開催。

・デジタルフォーメーションの事例発表

・事業承継ガイドブック作成

・CSR認定制度について

・デザイン研究の事例発表

について話し合いを行った。次回は9月11日（金）札

幌で開催予定。

教育・研修事業委員会・・・西山副支部長

5月28日（木）全印工連教育研修事業委員会を

ZOOM会議で開催。

委員長交代、アドビの特別ライセンスプログラムを北

海道地区で4本の目標、書く都道府県で委員会を開催

し要望等をアンケート形式で集計して行う予定。

プリンティング札幌７月号について

組織・共済事業委員会・・・前田副支部長

前期の親睦事業について。

青年部事業委員会・・・矢吹委員長

5月9日（土）ZOOM会議で委員会開催。また7月18日

に第1回全青協正副議長会議を名古屋で開催予定。三

方良し（お客様・自分・地域）に未来を追加し「4方良

し」についてこれから検討する。

3.その他

①委員会の今年度の予定について（委員会に所属してい

る札幌支部組合員＆賛助会員）

②2020年度9月印刷の月事業、印刷の月賦課金について

③10月全印工連全国大会（長野）中止について

④第32回北海道情報・印刷文化典札幌大会並びに北

海道印刷工業組合創立80周年記念事業については

2020年11月6日（金）に開催予定。

4.月次決算報告／五十嵐

賦課金納入状況報告

次回予定：7月27日(月)13時半より開催
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令和2年度「印刷の月」事業について令和2年度「印刷の月」事業について

毎年印刷の月事業としてモエレ沼芸術花火大会協賛事業として「ゆめはなび」と題し札

幌市内の幼稚園児に花火のイラストを描いてもらい集まった作品を札幌東急百貨店様に

ご協力いただき展示をしておりましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため花火

大会が中止となりましたので、今年度は印刷の月事業を中止させていただきます。なお、毎

月8月末付でご請求させていただいておりました印刷の月賦課金（各社10,000円）は今年

度はご請求致しません。どうぞよろしくお願いいたします。
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北海道地区印刷協議会 委員会委員ご就任についてのお願い北海道地区印刷協議会 委員会委員ご就任についてのお願い

北海道印刷工業組合札幌支部 令和2年度 各委員会事業北海道印刷工業組合札幌支部 令和2年度 各委員会事業

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素は、組合事業推進に格別のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、北海道印刷工業組合では、組合員へ事業のより詳細な紹介、濃密な情報の伝達等を目的に、今期から

北海道地区印刷協議会の運営方法を改め、組合員と双方向の情報交流を行って参ります。
そのために、従来の組織共済、経営革新マーケティング、教育研修、環境労務、青年部の5委員会活動を北

海道地区印刷協議会において行うこととしました。
そこで、札幌支部の組合員の皆様には、必ずいずれかの委員会に所属していただき、北海道地区印刷協議

会に参加いただき、活発なディスカッションを行っていただきたいと存じます。
組合に加入しているメリットは、組合の事業に積極的に参加し、利用することから生まれてきます。
つきましては、お忙しいところ恐縮に存じますが、5委員会の今期の主たる活動方針を別紙に取りまとめまし

たので、お目通しいただき、ご関心・ご興味を持たれます委員会にご参加いただきたいと存じます。
また、ご参加いただける委員会を別紙により７月20日までにご回報くださいますようお願い申し上げます。
なお、青年部委員会につきましては、組合員以外に後継者およびそれに準じる方もご参加いただけますの

で、意欲的にご参加いただければ幸いです。
何卒、趣旨をご理解いただきまして、特段のご協量を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

敬具

　〈環境労務委員会〉
　委員長：大和　繁樹
１．環境マネジメントシステム認証・認定制度の普及推進
　（１）ＧＰ(グリーンプリンティング)認定制度
　（２）環境推進工場登録制度
　（３）ISO14001取得支援事業(NetEMS)
２．オフセット印刷工場用VOC警報器の普及・拡大
３．労務セミナー・幸せな働き方改革セミナーの周知
　 ①「知らなかったでは済まされない 労働法と労働基準法改正セミナー(令和２年度版)｣
　 ②「幸せな働き方改革へ向けて！STEP２・３・４セミナー」
４．第32回北海道情報･印刷文化典札幌大会、北海道印刷工業組合創立80周年記念事業の実施
　（1）記念式典の開催　（2）記念講演の開催　（3）記念パーティの開催
５．組織の拡大
　（1）組合への加入促進　（2）賛助会員の加入促進

　〈経営革新マーケティング委員会〉
　委員長：岡部　信吾
１．勝ち残り合宿ゼミの開催
２．事業承継支援事業の周知
　 ・事業承継支援センター　・事業承継ガイドブック　・事業承継セミナー
３．印刷業経営動向実態調査の実施と普及
４．ＣＳＲ認定事業の普及と啓発
５．共創ネットワーク通信の配信拡大と活用
６．第32回北海道情報･印刷文化典札幌大会、北海道印刷工業組合創立80周年記念事業の実施
　（1）記念式典の開催　（2）記念講演の開催　（3）記念パーティの開催
７．組織の拡大
　（1）組合への加入促進　（2）賛助会員の加入促進
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８．その他
各地区における同業中小企業に係る以下の特化した先行事例・実践事例の情報収集および全印工連委員会
への情報提供
　（１）ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の活用展開企業
　（２）ソリューション・プロバイダーとしての実践企業
　（３）経営計画書の策定・活用における成功企業
　（４）デザイン経営を取り入れた企業
　（５）大成功企業におけるビジネスモデル

　〈組織共済委員会〉
　委員長：前田　憲之
１．組合員台帳調査の実施
２．クラウドバックアップサービスの普及
３．組合員加入の促進
４．各共済制度加入促進キャンペーンの展開
５．第32回北海道情報･印刷文化典札幌大会、北海道印刷工業組合創立80周年記念事業の実施
　（1）記念式典の開催　（2）記念講演の開催　（3）記念パーティの開催

　〈教育研修委員会〉
　委員長：西山　真
１．技能検定プリプレス職種（DTP作業）の普及・運営
２．V－CUBE配信動画の拡充
３．印刷営業講座・印刷営業技能審査認定試験の実施
４．全印工連特別ライセンスプログラムの周知・普及
５．組合支援セミナーの周知・啓発
６．JPPS、マイウオッチャーの周知・啓発
７．第32回北海道情報･印刷文化典札幌大会、北海道印刷工業組合創立80周年記念事業の実施
　（1）記念式典の開催　（2）記念講演の開催　（3）記念パーティの開催
８．組織の拡大
　（1）組合への加入促進　（2）賛助会員の加入促進

　〈青年部事業委員会〉
　委員長：矢吹　英俊

青年部は全国青年印刷人協議会（全青協）の北海道ブロックとして活動しています。全青協では2年1期でこ
れからの印刷業界を見据えてテーマを決め、年に1度各ブロックでブロック協議会を開催し、各地域に伝えて
行きます。

そして各地域の結果を踏まえて全国協議会を開催し各地域同士の交流を図っています。
今期（2020年4月～2022年3月）のテーマは「四方よしのデザイン」。
近江商人の「三方よし」（売り手、買い手、世間）に未来を加え四方としています。

　四方よしのデザインに向けて今年度の取組み方
１．前提として全青協が取り組むべきこと

印刷産業の未来を担う青年印刷人が、 印刷産業の未来を考え それに必要な取り組みを考えて実行し成
果をあげつつ 連帯をはかること。

２．印刷の未来に必要な取り組み
印刷出荷量は減っても売上を増大するために顧客の他の課題も解決して（付帯サービス）提供価値を増
大する。

３．売上拡大のために取り組むべき課題
誰でもできる（既にやってる）課題解決＝レッドオーシャン（競争の激しい環境＝あまり価値が生まれな
い）からまだ解決が難しい問題、新しい問題などの解決＝ブルーオーシャン（競争が激しくない環境＝付
加価値が高い）を目指す。

４．提供価値増大のために
これまで解決してこなかった 問題を正しく捉えて、 解決する手段を提供すれば、 価値があると考えて、対
価を支払う。このまだ解決が難しい、あるいは新しい（まだ分かっていない）問題で我々が解決できそうな
ものを捉える方法→デザイン思考。

上記の流れからブロック協議会ではデザイン思考を学び、問題解決力を高めブルーオーシャンを目指します。
北海道ブロック協議会は9月26日（土）札幌にて開催予定です。
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ﾜﾝｽﾀｰ認定 

CSR ﾏｰｸ 

 
P-00000 

     
 

 
 
 
 

CSR は、企業が社会から信頼され魅力ある会社となるための企業戦略・成長戦略であり、地域密着型

の中小印刷業においては優秀な人材の確保や企業ブランドの確立、顧客や金融機関による企業評価の向

上等につながり、持続可能な経営に寄与するものです。 

全日本印刷工業組合連合会（以下、全印工連）では、CSR 研究の第一人者である横浜市立大学の影山

教授監修のもと中小印刷業 CSR 規格を策定し、企業の CSR 認定に取り組んでいますので、これから

CSR に取り組む企業様も既に取り組まれている企業様も CSR 認定をご活用くださいますよう、ご案内

申し上げます。（22002200 年年４４月月現現在在ＣＣＳＳＲＲ認認定定企企業業はは 111166 社社） 
 

 

 
 

全印工連 CSR 認定規格が定める CSR の取り組みを行う企業 
 

 

 
 

2020 年５月１日（金）～2020 年７月 31 日（金） ※ 2020 年９月認定登録（予定） 
 

 

 
 

応募申込書の到着後、全印工連より申請書類をお送りいたしますので、次の①～⑤を提出して下さい。 

① ＣＳＲ取り組み項目チェックリスト ② 法令遵守宣誓書（所定様式） 

③ 納税証明書（税務署が交付した証明書） ④ 過去３年の行政処分がないことの宣誓書（所定様式） 

⑤ 添付書類（ＣＳＲ取り組み項目チェックリストでチェックした項目を証明する書類） 
 

 

 
 

ワンスター認定は CSR 認定の標準認定であり、審査機関の横浜市立大学 CSR 

センターが書類審査を実施し、外部の有識者で構成する全印工連 CSR 認定委 

員会において認定します。認定企業は、CSR マークを自社の名刺やホームペ 

ージ、顧客の印刷製品に表示する 

ことができます。 

認定取得後は２年毎に 

更新審査を行い、上位 

認定であるツースター 

認定を取得することも 

可能です。 
 
 

 

 

           （単位：円・税別） 

従業員数 1～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～99 100～199 200～299 300～ 

組 合 員  50,000  55,000  60,000  70,000  80,000  90,000 100,000 110,000 120,000 

組合員外 100,000 110,000 120,000 140,000 160,000 180,000 200,000 220,000 240,000 
 

※認定費用は従業員規模により異なります。従業員数には従業員のほか役員も含まれます。 
 

 

 
 

 

全印工連 CSR 認定事務局 TEL:03-3552-4571  e-mail:csr@aj-pia.or.jp 

  詳細はホームページをご覧ください  全印工連 CSR   検索  

 全全印印工工連連ＣＣＳＳＲＲ認認定定ののごご案案内内  
－－第第 3300 期期ワワンンススタターー認認定定募募集集（（22002200 年年７７月月 3311 日日〆〆））－－  

応応募募資資格格  

申申請請書書類類  

認認定定費費用用  

認認定定のの概概要要  

募募集集期期間間  

 

 
認定申請企業 

①認定申請 

⑤認定登録 ④審査報告 

 

横浜市立大学 CSR ｾﾝﾀｰ 

③書類審査 

CSR 認定証 

 

②審査委託 

おお問問合合せせ  
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編集後記

あっという間に 2020 年も半分が過ぎま

した。残り半分は明るいニュースがたくさ

んありますように！！

札幌支部　事務局　五十嵐
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